
経営工学分野 

【学士力の考察】（下線部分を修正） 

企業や組織体の活動に関わるシステムの構築を通じて、活動プロセスの改善や新しい価値

の創造に貢献することを使命としている。 

それゆえに、経営工学では、企業や組織体のフィールドを科学的に調査・分析することや、

工学的な見方で問題と向き合うことを大切にしてきた。 

これからの経営工学教育では、細分化・専門化されたマネジメント技術の修得だけでなく、

多様化・グローバル化する企業や組織体のフィールドに適応可能な実践的な教育を行う必要

がある。さらに、複雑化・高度化するシステムに主眼を置いた経営工学の専門知識や技法を

適切に組み合わせた社会科学的なアプローチによる教育が求められている。 

以上のような背景から、学生が身につけるべき知識、技術、態度に関する基礎学力を養成

し、理論とフィールド実践の両面から問題解決プロセスに即した教育に重点を置き、マネジ

メントとエンジニアリングの融合による事業価値の創造に対応できる経営工学教育を目指す

ことにした。 

１．経営資源を有効に活用するために、企業や組織体の活動を科学的に調査し、分析できる。 

ここでは、企業や組織体における企画・開発・設計・調達・生産・物流・販売・サービスなどの活動に関する

理解や知識を深め問題意識を高めるために、科学的に調査・分析ができねばならない。そのため、システムの目

的や制約条件について測定・分析し、問題点を見出す手法の修得を目指す。 

【到達目標２】 （解説の下線部分を修正） 

２．企業や組織体の活動に関して、課題の発見・構造化・解決に必要な知識とスキルを活用

できる。 

ここでは、企業や組織体の経営活動における問題解決能力を高めるために、そのシステムの問題点の発見に用

いられる観測・測定手法と分析技術、問題のモデル化、定式化、構造化の技法を修得させねばならない。そのた

め、プロジェクトの組織的な管理・運営によって問題解決プロセスに基づく科学的・工学的アプローチが適用で

きることを目指す。 

【到達目標３】 （到達目標の下線部分を修正） 

３．企業や組織体の活動を効果的にするため、マネジメント技術に関する知識とスキルをシ

ステムの計画・設計・運用・管理・改善（PDCAサイクル）に活用できる。 

【到達目標４】 （解説の下線部分を修正） 

４．企業や組織体の活動に関わるシステムの構築を通じて、新しい価値を創造するビジョン

を描くことができる。 

ここでは、マネジメントとエンジニアリングの融合による価値創造を実現するため、グローバル化、社会環

境、自然環境、人類の福祉などの調和を図り、社会や他組織と連携した経営システムの価値創造に関わる問題解

決能力を修得させねばならない。そのため、解が一つに定まらない問題にチャレンジさせ、経営資源を適切に活

用したシステムの全体最適化を目指す。 

 

 


